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第
63
回
）

社
会
法
判
例
研
究
会

季
節
的
労
働
の
有
期
労
働
契
約
を
三
二
回
締
結
し
た
後
の
雇
い
止

め
に
つ
き
労
契
法
一
九
条
二
号
を
適
用
す
る
こ
と
の
可
否
｜
Ａ
農
業

協
同
組
合
事
件

⎩ ―――――――――⎧
東
京
高
裁
平
成
二
七
年
六
月
二
四
日
判
決

平
二
七
（
ネ
）
五
一

一
、
二
〇
九
八
号

雇
用
契
約
上
の
地
位
確
認
及
び
未
払
賃
金
請

求
控
訴
・
同
付
帯
控
訴
、
控
訴
認
容
（
原
判
決
取
り
消
し
）
付
帯

控
訴
棄
却
労
働
判
例
一
一
三
二
号
五
一
頁
﹇
上
告
・
上
告
受
理
申

立
﹈

上
告
棄
却
・
不
受
理
‖
最
高
裁
三
小
）
平
成
二
七
年
一
二
月

二
二
日
決
定

⎭ ―――――――――⎫

野

田

進

【
事
実
の
概
要
】

一

当
事
者
等

控
訴
人
（
被
告
）
Ｙ
は
、
長
野
県
Ａ
地
域
の
農
業
協
同
組
合
で
あ

る
。
被
控
訴
人
（
原
告
）
Ｘ
は
、
平
成
八
年
五
月
一
日
か
ら
同
二
四

年
六
月
一
三
日
ま
で
の
間
、
三
二
回
に
わ
た
り
、
お
お
む
ね
三
月
下

旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
の
期
間
（
春
期
）
と
、
九
月
下
旬
か
ら
一
一

月
下
旬
ま
で
の
期
間
（
秋
期
）
に
、
Ｙ
と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結

し
て
、
春
期
に
は
Ｙ
の
支
所
で
あ
る
Ｂ
営
農
セ
ン
タ
ー
の
育
苗
業
務
、

秋
期
に
は
米
の
出
荷
業
務
等
の
業
務
に
従
事
し
た
。

二

契
約
状
況
等

１
）

Ｙ
は
、
作
業
員
に
つ
い
て
広
く
一
般
に
向
け
て
の
求
人
活

動
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
Ｙ
の
元
職
員
や
Ｙ
の
職
員
か
ら
紹
介
を
受
け

た
者
な
ど
が
作
業
員
と
し
て
従
事
し
て
お
り
、
各
期
の
作
業
開
始
に

あ
た
っ
て
、
電
話
等
で
採
用
希
望
の
連
絡
が
あ
る
と
、
稼
働
計
画
と

申
込
者
の
都
合
を
考
慮
し
て
、
労
働
契
約
書
を
作
成
し
て
い
た
が
、

契
約
期
間
開
始
後
に
契
約
書
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
賃
金
は

日
給
又
は
時
給
制
で
あ
り
、
実
際
の
作
業
時
間
を
基
に
賃
金
が
算
出

さ
れ
て
い
た
。

Ｙ
は
、
雇
用
予
定
の
作
業
員
と
契
約
書
を
作
成
す
る
前
に
、
雇
用

予
定
者
の
採
用
に
つ
い
て
本
所
の
稟
議
に
あ
げ
て
い
た
が
、
少
な
く
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と
も
平
成
一
七
年
以
降
、
稟
議
に
よ
っ
て
雇
用
予
定
者
の
採
用
が
否

決
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
稟
議
の
決
済
が
雇
用
予
定
者
の
雇
用
開
始

予
定
日
よ
り
後
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

２
）

Ｂ
営
農
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
雇
用
人
員
の
推
移
は
、
平
成

二
四
年
頃
に
は
春
期
・
終
期
と
も
ほ
ぼ
二
〇
人
程
度
で
あ
る
。

本
件

再
契
約
拒
否
以
前
に
、
作
業
員
へ
の
採
用
を
希
望
し
て
Ｙ
に
拒
否
さ

れ
た
者
は
お
ら
ず
、
契
約
継
続
を
希
望
し
な
が
ら
Ｙ
が
こ
れ
を
拒
絶

し
た
の
は
、
平
成
一
九
年
春
期
の
（
…
…
）
事
例
が
一
件
あ
る
の
み

で
あ
る
。」

従
業
員
の
中
に
は
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
春
期
・
秋
期
に
雇

用
さ
れ
て
い
た
作
業
員
が
少
な
く
と
も
一
三
名
お
り
、
そ
の
中
に
は

就
労
年
数
が
三
五
年
に
わ
た
る
者
も
い
て
、
各
期
の
作
業
が
終
了
し

て
も
、
Ｙ
と
の
労
働
契
約
書
に
押
印
す
る
印
鑑
等
の
私
物
を
休
憩
室

に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る
作
業
員
も
複
数
い
た
。

三

稼
働
状
況
等

Ｘ
は
、
平
成
八
年
春
期
か
ら
Ｙ
で
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成

一
四
年
九
月
に
別
で
勤
務
し
た
が
、
平
成
一
五
年
春
期
か
ら
再
び
Ｙ

で
勤
務
し
て
い
る
。
勤
務
時
間
は
ほ
ぼ
毎
回
七
・
五
時
間
以
内
ま
た

は
八
時
間
以
内
と
さ
れ
て
い
た
。
平
成
八
年
春
期
の
初
回
採
用
時
に

は
、
簡
単
な
面
接
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
毎
回
、
電
話
で

日
程
を
調
整
し
、
作
業
開
始
日
に
契
約
書
を
作
成
す
る
だ
け
で
、
面

接
等
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
遅
く
と
も
、
平
成
一
五
年
春
期
以

降
の
労
働
契
約
書
に
は
「
本
契
約
満
了
後
の
再
契
約
は
、
保
障
さ
れ

な
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
各
期
の
採
用
時
に
お
い
て
、
そ
の
文

言
に
つ
い
て
Ｙ
正
職
員
ら
が
説
明
を
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

四

他
の
従
業
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

Ｘ
は
、
平
成
一
八
年
頃
、
同
僚
Ｊ
の
勤
務
態
度
に
つ
い
て
注
意
し

た
り
、
Ｋ
の
作
業
方
法
に
つ
い
て
注
意
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
、

上
司
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
Ｘ
が
他
の
従
業
員
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
た
も
の
と
し
て
問
題
視
し
、
Ｘ
に
対
し
、

他
の
従
業
員
と
協
調

で
き
な
い
な
ら
、
雇
用
の
継
続
は
で
き
な
く
な
る
の
で
、
よ
く
考
え

て
も
ら
い
た
い
。」
な
ど
と
注
意
し
て
、
Ｘ
の
就
業
場
所
を
変
更
し
、

一
時
期
は
単
独
作
業
に
従
事
さ
せ
た
。
Ｘ
は
自
分
に
も
非
が
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
謝
罪
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ
を
元
の
作
業
場
に
復
帰
さ
せ

た
。

五

本
件
再
契
約
拒
否
の
経
緯

平
成
二
四
年
九
月
四
日
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
、
秋
期
の
就
労
を
申
し

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
Ｙ
は
、
本
所
か
ら
の
通
達
で
地
元
雇
用
を
優
先
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
Ｘ
を
雇
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
採
用
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を
拒
否
し
た
（
本
件
再
契
約
拒
否
）。
ま
た
、
既
に
新
し
い
作
業
員

の
採
用
が
決
ま
っ
て
お
り
、
一
週
間
早
く
連
絡
を
も
ら
え
れ
ば
よ

か
っ
た
な
ど
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
Ｙ
を

首
に
な
っ
て
も
困
る
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
す
る
と
、
Ｙ
の
職
員
は
、

Ｙ
の
取
引
先
で
あ
る
運
輸
会
社
を
新
た
な
就
労
先
と
し
て
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
Ｘ
は
、
同
社
で
二
週
間
程
度
勤
務
し
た
が
、
平
成
二
五
年

以
降
は
勤
務
し
て
い
な
い
。
一
方
、
Ｙ
は
、
平
成
二
四
年
春
期
及
び

同
年
秋
期
に
各
一
名
ず
つ
、
新
規
の
作
業
員
を
雇
用
し
て
い
た
。

六

Ｙ
の
経
営
状
態

Ｙ
は
、
平
成
二
一
年
以
降
、
売
上
げ
が
減
少
し
て
、
職
員
数
を
平

成
二
〇
年
度
の
四
三
四
名
か
ら
平
成
二
四
年
度
ま
で
に
三
八
九
名
に

減
少
し
た
。
遅
く
と
も
平
成
一
九
年
三
月
頃
か
ら
は
、
本
所
か
ら
Ｂ

営
農
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
人
員
の
削
減
や
時
給
の
見
直
し
等
に
よ
る

費
用
圧
縮
を
行
う
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二
三
年
春

期
に
は
作
業
員
の
基
本
給
が
一
律
減
額
さ
れ
た
が
、
平
成
二
四
年
三

月
に
は
、
本
所
か
ら
さ
ら
に
人
件
費
を
一
五
％
削
減
す
る
よ
う
に
と

の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
。

七

本
件
訴
訟
と
第
一
審
判
決
の
概
要

本
件
再
契
約
拒
否
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
労
働
契
約
法
一
九
条
に
よ
り
、

上
記
の
就
労
申
込
み
に
Ｙ
は
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
Ｘ
と
Ｙ

と
の
間
に
は
労
働
契
約
関
係
が
発
生
し
た
な
ど
と
主
張
し
て
、
Ｙ
に

対
し
、
労
働
契
約
上
の
地
位
確
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
未
払
い
賃

金
等
の
支
払
い
を
求
め
た
。

原
判
決
（
長
野
地
松
本
支
判
平
成
二
六
・
一
二
・
二
四
労
判
一
一

三
二
号
五
一
頁
）
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
、
未
払
賃

金
の
算
定
に
関
す
る
点
を
除
き
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。

１
）

労
働
契
約
法
一
九
条
二
号
の
適
用
に
つ
い
て

（
後
掲
控
訴
審
判
決
で
引
用
の
と
お
り
。）

２
）

労
働
契
約
法
一
九
条
二
号
の
類
推
適
用
に
つ
い
て

し
か
し
な
が
ら
、
同
条
二
号
は
、
雇
用
継
続
に
つ
い
て
合
理
的

期
待
を
有
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
使
用
者
が
期
間
満
了
を
理
由
に

契
約
の
継
続
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働

者
の
保
護
を
図
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
使
用
者
の
事
業
が
通
年
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
ま
ま
契
約
期
間
が
満
了
し
、
満

了
前
の
更
新
の
申
込
み
も
満
了
後
の
遅
滞
な
き
契
約
の
締
結
の
申
込

み
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
労
働
者
に

お
い
て
再
度
の
契
約
締
結
に
対
す
る
期
待
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
期
間
満
了
日
ま
で
に
更
新
の
申
込
み
を
し

又
は
期
間
満
了
後
遅
滞
な
く
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
労
働
者
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に
つ
い
て
契
約
継
続
の
合
理
的
期
待
を
有
す
る
も
の
と
し
て
保
護
の

対
象
と
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
本
件
の
よ
う

に
事
業
自
体
が
特
定
の
季
節
に
限
定
し
て
定
期
的
に
行
わ
れ
る
場
合

に
は
、
い
っ
た
ん
契
約
期
間
が
満
了
し
、
そ
の
後
一
定
の
期
間
が
経

過
し
た
と
し
て
も
、
労
働
者
に
お
い
て
次
期
の
再
契
約
を
期
待
す
る

こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
前
後
の
契
約
の

間
に
相
当
期
間
が
経
過
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
直
ち
に
雇
用
継
続

へ
の
期
待
が
な
く
法
的
保
護
に
値
し
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
、
各
期
の
期
間
満
了

か
ら
次
期
の
契
約
ま
で
に
一
定
の
空
白
期
間
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の

み
か
ら
、
直
ち
に
同
号
に
よ
る
保
護
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。」

本
件
の
実
態
で
は
「
そ
の
作
業
自
体
は
、
毎
年
ほ
ぼ
同
時
期
に
同

内
容
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
」
り
、

春
期
の
作
業
と

秋
期
の
作
業
は
一
連
の
稲
作
作
業
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
Ｙ
が
稲

作
事
業
を
続
け
る
限
り
、
毎
年
一
定
数
の
作
業
員
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」。
加
え
て
、
上
記
の
契
約
状
況
や
稼
働
状

況
か
ら
す
る
と
、

各
期
の
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、
長
期
に
わ
た

る
雇
用
継
続
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
雇
用
実
態
が
あ
っ
た
と
い
え

る
。」

本
件
各
労
働
契
約
が
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
、
平
成
八

年
春
期
か
ら
平
成
二
四
年
春
期
ま
で
、
平
成
一
四
年
秋
期
を
除
き
、

約
一
七
年
、
三
二
回
に
わ
た
っ
て
再
契
約
が
反
復
継
続
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
各
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、

各
期
の
契
約
期
間
が
満
了
と
な
っ
て
も
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、

次
期
に
お
け
る
再
契
約
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」

３
）

本
件
再
契
約
拒
否
の
可
否
に
つ
い
て

人
員
整
理
の
必
要
性
や
、
採
用
予
定
人
員
が
既
に
確
保
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
再
契
約
拒
否
に
合
理
的
理
由
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
そ
の
他
、

Ｙ
が
本
件
再
契
約
拒
否
の
理

由
と
し
て
主
張
す
る
各
事
情
は
、
い
ず
れ
も
合
理
的
な
も
の
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
本
件
再
契
約
拒
否
は
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠

き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」

こ
の
判
断
に
つ
い
て
、
Ｙ
が
控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

【
判
旨
】
控
訴
認
容

一

労
働
契
約
法
一
九
条
二
号
の
適
用
に
つ
い
て

労
働
契
約
法
一
九
条
二
号
に
い
う
更
新
期
待
を
合
理
的
な
も
の

と
す
る
事
情
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
過
去
に
反
復
さ
れ
た
有
期
労
働
契

約
は
、
労
働
条
件
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
こ
と
ま
で
必
要
と
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
他
方
で
、
同
条
柱
書
に
お
い
て
、
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期
間
満
了
前
の
契
約
の
『
更
新
』
の
申
込
み
と
、
期
間
満
了
後
の
契

約
の
『
締
結
』
の
申
込
み
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
期

間
満
了
後
の
契
約
の
締
結
の
申
込
み
に
つ
い
て
も
遅
滞
な
く
な
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
条
二
号
に
お
い

て
は
、
前
後
の
契
約
が
時
期
的
に
接
続
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」

そ
う
す
る
と
、
Ｘ
は
、
Ｙ
と
の
間
で
、
約
一
七
年
間
、
三
二
回

に
わ
た
っ
て
、
再
契
約
の
締
結
を
繰
り
返
し
て
い
る
も
の
の
、
各
期

の
契
約
の
終
期
か
ら
次
期
の
契
約
の
始
期
ま
で
の
間
隔
は
概
ね
三
か

月
程
度
で
あ
り
、
空
白
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
本
件
に

同
条
が
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。」

二

労
働
契
約
法
一
九
条
二
号
の
類
推
適
用
の
可
否
に
つ
い
て

１
）

労
働
契
約
法
一
九
条
二
号
は
、
期
間
満
了
後
も
従
前
の

有
期
労
働
契
約
が
継
続
す
る
こ
と
に
対
す
る
労
働
者
の
期
待
と
、
期

間
満
了
に
よ
り
従
前
の
有
期
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
使
用
者
の
必

要
性
と
の
調
整
を
は
か
る
た
め
、
…
…
﹇
そ
の
﹈
旨
を
規
定
す
る
。

同
号
は
、
従
前
の
有
期
労
働
契
約
を
継
続
さ
せ
る
一
種
の
法
定
更
新

を
定
め
る
規
定
で
あ
り
、
法
定
更
新
の
法
律
効
果
の
発
生
を
明
確
に

す
る
た
め
、
契
約
期
間
の
満
了
時
ま
で
に
当
該
労
働
契
約
の
更
新
の

申
込
み
を
し
た
こ
と
又
は
当
該
契
約
期
間
の
満
了
後
遅
滞
な
く
有
期

労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
こ
と
を
そ
の
法
定
更
新
の
要
件

と
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

２
）

ａ
）

Ｙ
と
Ｘ
間
の
…
…
労
務
の
性
質
上
、
業
務
量
は

天
候
や
米
の
需
要
な
ど
に
よ
り
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
総
合

す
れ
ば
、
上
記
各
有
期
労
働
契
約
は
、
契
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
労

務
の
性
質
等
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
季
節
の
一
定
の
期
間
に
業
務

が
終
了
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

ｂ
）

そ
の
上
、
…
…
春
期
と
秋
期
と
で
は
、
内
容
お
よ
び
期

間
の
長
さ
が
異
な
り
、
春
期
と
次
年
度
の
春
期
、
秋
期
と
次
年
度
の

秋
期
と
を
比
較
し
て
も
、
…
…
異
な
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
春
期
又

は
秋
期
の
各
有
期
労
働
契
約
の
終
了
時
に
次
年
度
の
各
有
期
労
働
契

約
の
期
間
を
確
定
的
に
予
定
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
」。ｃ

）

の
み
な
ら
ず
、
本
件
各
労
働
契
約
の
春
期
と
秋
期
の
各

有
期
労
働
契
約
の
間
に
は
、
春
期
の
終
了
後
秋
期
の
始
ま
る
ま
で
に

約
三
か
月
、
秋
期
の
終
了
後
春
期
の
始
ま
る
ま
で
に
約
四
か
月
の
空

白
期
間
が
あ
り
、
そ
の
期
間
は
、
各
契
約
期
間
と
同
程
度
な
い
し
そ

れ
以
上
の
長
さ
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
上
、
Ｘ
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
期
間
開
始
の
少
し
前
に
Ｙ
に
対
し
て
契
約

締
結
の
意
向
を
伝
え
、
契
約
開
始
時
の
都
度
契
約
書
を
作
成
し
て
い
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る
の
で
あ
る
。
…
…
あ
る
年
の
春
期
の
有
期
労
働
契
約
の
終
了
時
に

そ
の
翌
年
の
春
期
又
は
秋
期
の
有
期
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
秋
期
の
有
期
労
働
契
約
の
終
了

時
に
翌
年
の
春
期
又
は
秋
期
の
有
期
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た

と
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

ｄ
）

そ
う
す
る
と
、
本
件
各
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
Ｘ
に
お

い
て
、
従
前
の
有
期
労
働
契
約
と
同
様
の
労
務
を
提
供
す
る
労
働
契

約
関
係
に
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
期
待
は
、

従
前
の
有
期
労
働
契
約
が
継
続
す
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
と
し
て
合

理
的
な
理
由
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
労
働
契
約
法

一
九
条
二
号
の
趣
旨
を
及
ぼ
す
べ
き
有
期
労
働
契
約
の
更
新
に
対
す

る
合
理
的
な
期
待
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。」

３
）

そ
し
て
、
労
働
契
約
法
一
八
条
二
項
は
、
あ
る
有
期
労

働
契
約
と
他
の
有
期
労
働
契
約
と
の
間
の
空
白
期
間
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
有
期
労
働
契
約
の
反
復
更
新
に
よ
り
期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
へ
の
転
換
の
有
無
を
判
断
す
る
に
つ
い
て
、
同
期
間
が

一
定
限
度
内
で
あ
れ
ば
両
契
約
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
を
認
め
て
お

り
、
ま
た
、
同
法
一
九
条
も
、
有
期
労
働
契
約
終
了
後
に
新
た
な
契

約
締
結
の
申
込
み
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
契
約
期
間
満
了

後
『
遅
滞
な
く
』
上
記
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
使
用
者
が
同
条
所

定
の
条
件
で
当
該
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
旨
を
規
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
条
二
号
を
類
推
適
用
す
る
に
つ
い
て
、

従
前
の
有
期
労
働
契
約
と
同
号
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
後
の
有
期
労
働

契
約
が
連
続
し
て
お
り
、
各
契
約
間
に
全
く
空
白
の
な
い
こ
と
ま
で

求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
も
の
の
、
前
記
ア

判
示
の
同
号
の
趣
旨
及
び
『
当
該
契
約
期
間
の
満
了
後
遅
滞
な
く
有

期
労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
場
合
』
と
い
う
文
理
か
ら
す

れ
ば
、
同
号
の
類
推
適
用
を
す
る
た
め
に
は
、
上
記
空
白
期
間
は
、

各
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
と
の
対
比
な
ど
か
ら
、
従
前
の
有
期

労
働
契
約
が
法
定
更
新
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
る
と
法
律
上
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
程
度
の
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
各
労
働
契
約
に
お
け
る
各
労
働
契

約
間
の
空
白
期
間
は
、
上
記
の
程
度
に
と
ど
ま
る
も
の
と
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
は
上
記
に
判
示
す
る
と
お
り
で
あ
る
。」

【
検
討
】
判
旨
の
理
由
づ
け
に
疑
問

一

本
判
決
の
意
義

本
件
は
、
い
わ
ゆ
る
季
節
的
労
働
と
し
て
、
毎
年
に
一
定
の
時
期

に
二
回
、
有
期
労
働
契
約
に
よ
り
雇
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
が
、
新

た
な
雇
い
入
れ
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
労
契
法
一
九
条
二
号

の
適
用
（
ま
た
は
類
推
適
用
）
が
可
能
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
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で
あ
る
。

原
審
で
は
、
①
一
九
条
二
号
の
適
用
と
し
て
は
、
同
条
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
適
用
を
否
定
し
た
が
、
②
同
条
の

類
推
適
用
と
し
て
は
、
そ
の
適
用
を
認
め
、
③
そ
の
上
で
、
本
件
再

契
約
拒
否
が
「
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相

当
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
も
の
と
し
て
、

平
成
二
四
年
秋

期
以
降
、
従
前
の
労
働
条
件
で
労
働
契
約
が
成
立
し
て
い
る
」
と
判

断
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審
で
あ
る
本
判
決
は
、
①
に
つ
い
て
は
、

原
審
を
引
用
し
て
同
じ
判
断
を
示
し
た
が
、
②
に
つ
い
て
は
、
原
審

と
結
論
を
逆
転
さ
せ
、
同
条
の
「
契
約
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の

間
に
労
働
者
が
当
該
有
期
労
働
契
約
の
更
新
の
申
込
み
を
し
た
」、

又
は
当
該
契
約
期
間
の
満
了
後
遅
滞
な
く
有
期
労
働
契
約
の
締
結

の
申
込
み
を
し
た
」
と
い
う
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
、
そ
の
類

推
適
用
に
つ
い
て
も
否
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
た
め
本
判
決
で
は
、

上
記
③
の
論
点
は
不
必
要
と
な
り
、
判
断
さ
れ
な
い
。

有
期
労
働
契
約
の
一
種
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
季
節
的
労
働
の
契
約

（

一
年
の
う
ち
の
季
節
的
な
一
定
期
間
の
み
雇
用
す
る
た
め
に
締
結

さ
れ
る
有
期
労
働
契
約
」
と
定
義
す
る
こ
と
と
し
、
例
え
ば
期
間
一

年
の
有
期
労
働
契
約
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
特
定
の
期
間
の
み
就

労
す
る
契
約
（
大
学
の
非
常
勤
講
師
の
契
約
等
）、
あ
る
い
は
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
で
あ
っ
て
、
一
年
の
う
ち
の
特
定
期
間

の
み
就
労
す
る
契
約
を
除
く
も
の
と
す
る
）
が
更
新
さ
れ
た
場
合
に
、

労
契
法
一
九
条
二
号
の
適
用
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
例
も
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

季
節
的
労
働
が
第
一
次
産
業
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら

（
諸
外
国
の
ブ
ド
ウ
の
収
穫
、
綿
花
の
採
取
等
の
労
働
）、
わ
が
国
で

は
そ
れ
ほ
ど
利
用
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
等

で
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
か
ら
（
リ
ゾ
ー
ト
施
設
等
）、
本
件

の
よ
う
な
問
題
は
今
後
も
生
じ
う
る
。
ま
た
、
本
判
決
は
、
何
よ
り

労
契
法
一
九
条
の
趣
旨
と
規
範
的
な
広
が
り
（
射
程
）
を
ど
こ
ま
で

認
め
る
か
と
い
う
、
解
釈
論
上
の
重
要
論
点
も
提
供
し
て
い
る
。
本

判
決
は
上
告
が
不
受
理
決
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
判
例
法
理
と

し
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
で
も
、
注
目
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

二

労
契
法
一
九
条
二
号
の
趣
旨
（

法
定
更
新
」）
に
つ
い
て

本
判
決
は
、
同
条
を
直
接
適
用
し
た
場
合
の
判
断
の
部
分
は
、
原

審
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
（
判
旨
一
）、
類
推
適
用
の
判
断

部
分
に
お
い
て
、
一
九
条
二
号
の
趣
旨
に
関
す
る
控
訴
審
と
し
て
の

独
自
判
断
を
し
て
い
る
の
で
（
判
旨
二
（
１
））、
ま
ず
は
こ
れ
を
先

に
取
り
上
げ
た
い
。
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同
判
旨
は
、
一
九
条
二
号
の
趣
旨
と
し
て
、
有
期
労
働
契
約
の
継

続
に
つ
い
て
の
「
労
働
者
の
期
待
」
と
、
こ
れ
を
終
了
さ
せ
る
「
使

用
者
の
必
要
性
」
と
の
「
調
和
を
は
か
る
」
た
め
の
「
法
定
更
新
」

の
規
定
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
条
に
定
め
る
「
契
約
期
間

の
満
了
時
ま
で
に
当
該
労
働
契
約
の
更
新
の
申
込
み
を
し
た
こ
と
又

は
当
該
契
約
期
間
の
満
了
後
遅
滞
な
く
有
期
労
働
契
約
の
締
結
の
申

込
み
を
し
た
こ
と
」
を
、

法
定
更
新
の
要
件
」
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
疑
問
で
あ
る
。

ま
ず
、
同
規
定
の
解
釈
の
前
提
と
し
て
、
一
九
条
に
つ
い
て
は
、

労
働
契
約
法
の
施
行
通
達
で
あ
る
「
労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て

（
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
基
発
〇
八
一
〇
第
二
号
）」

以
下
、
単

に
施
行
通
達
と
い
う
）
第
五
の
五
イ
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

法
第
一
九
条
は
、
次
に
掲
げ
る
最
高
裁
判
所
判

決
で
確
立
し
て
い
る
雇
止
め
に
関
す
る
判
例
法
理
（
い
わ
ゆ
る
雇
止

め
法
理
）
の
内
容
や
適
用
範
囲
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。」
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う
最
高
裁
判
所
判
決
と
は
、

一
九
条
二
号
に
つ
い
て
は
、
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
最
高
裁
判
決
（
最

一
小
判
昭
和
六
一
・
一
二
・
四
労
判
四
八
六
号
六
頁
）
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

そ
こ
で
、
同
判
決
を
読
み
直
す
と
、
同
判
決
は
同
事
件
の
原
審
の

趣
旨
を
是
認
す
る
か
た
ち
で
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

柏
工
場
の
臨
時
員
は
、
季
節
的
労
務
や
特
定
物
の
製

作
の
よ
う
な
臨
時
的
作
業
の
た
め
に
雇
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
雇
用
関
係
は
あ
る
程
度
の
継
続
が
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
上
告
人
と
の
間
に
お
い
て
も
五
回
に
わ
た
り
契
約
が
更
新
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
を
契
約
期
間
満
了
に

よ
っ
て
雇
止
め
に
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
解
雇
に
関
す
る
法
理
が
類

推
さ
れ
、
解
雇
で
あ
れ
ば
解
雇
権
の
濫
用
、
信
義
則
違
反
又
は
不
当

労
働
行
為
な
ど
に
該
当
し
て
解
雇
無
効
と
さ
れ
る
よ
う
な
事
実
関
係

の
下
に
使
用
者
が
新
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
期

間
満
了
後
に
お
け
る
使
用
者
と
労
働
者
間
の
法
律
関
係
は
従
前
の
労

働
契
約
が
更
新
さ
れ
た
の
と
同
様
の
法
律
関
係
と
な
る
も
の
と
解
せ

ら
れ
る
。」

こ
の
よ
う
に
、
第
一
に
、
日
立
メ
デ
ィ
コ
判
決
に
お
い
て
は
、

労
働
者
の
期
待
」
と
「
使
用
者
の
必
要
性
」
と
の
調
和
と
い
う
調

整
原
理
の
趣
旨
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
有
期
労
働
契

約
で
あ
っ
て
も
雇
用
関
係
に
「
あ
る
程
度
の
継
続
が
期
待
さ
れ
て
い

た
」
と
き
に
は
、
解
雇
保
護
の
理
念
が
類
推
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ

る
と
す
る
、
契
約
の
存
立
保
護
の
機
能
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
労
働
者
保
護
の
趣
旨
と
と
も
に
、
労
働
契
約
の
ほ
ん
ら
い
有
す

る
契
約
関
係
保
全
の
機
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
労
契
法
一
九
条
二
号
は
、
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
昭
和
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六
一
年
に
確
立
し
た
判
例
法
理
を
「
変
更
す
る
こ
と
な
く
」
労
契
法

に
取
り
込
ん
だ
規
定
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
（
前
掲
施
行
通
達

イ
）、
こ
れ
を
法
律
の
創
設
し
た
更
新
法
理
と
い
う
意
味
で
の
「
法

定
更
新
」
と
称
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
立
法
経
緯
か
ら
す
れ
ば
適
切

で
な
い
。

第
三
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
判
決
が
本
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

あ
え
て
「
調
和
を
は
か
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
法
定
更
新
」
で

あ
る
と
性
質
決
定
す
る
の
は
、
本
判
決
が
労
契
法
一
九
条
二
号
に
つ

い
て
、
上
述
の
日
立
メ
デ
ィ
コ
判
決
の
趣
旨
か
ら
離
れ
た
、
労
契
法

独
自
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
意
識
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
本
判
旨
は
一
九
条
二
号
と
し
か
言
わ
な
い
が
、
一
九
条
一

号
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
解
と
解
す
べ
き
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
一

九
条
一
号
の
、
更
新
拒
否
が
「
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締

結
し
て
い
る
労
働
者
に
解
雇
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
と
社
会
通
念
上

同
視
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
ま
で
も
、
本

判
旨
の
言
う
よ
う
な
利
益
調
整
の
た
め
の
法
定
更
新
と
は
い
え
な
い

の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
一
九
条
一
号
と
二
号
と
は
更
新
を
認
め

る
趣
旨
が
共
通
で
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
自
体
、
検
討
を
要

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
、
判
旨
は
、
一
九
条
二
号
の
法
定
更
新
と
い
う
以
上
の
理

解
に
よ
り
、
同
条
の
要
件
を
「
法
定
更
新
の
要
件
」
と
理
解
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
同
要
件
に
つ
い
て
は
、
法
の
文
言
ど
お
り

の
文
理
解
釈
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈
手
法
へ
の
疑
問

は
、
次
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

直
接
適
用
（
判
旨
一
）
に
つ
い
て

判
旨
一
で
は
、
一
九
条
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
、

前
後
の
契
約

が
時
期
的
に
接
続
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
法
文
上
の
根
拠
と
し
て
、
同
条
柱

書
に
お
い
て
、
①
「
期
間
間
満
了
前
の
契
約
の
『
更
新
』
の
申
込
み

と
、
期
間
満
了
後
の
契
約
の
『
締
結
』
の
申
込
み
が
明
確
に
区
別
さ

れ
て
い
る
こ
と
」
と
、
②
「
期
間
満
了
後
の
契
約
の
締
結
の
申
込
み

に
つ
い
て
も
遅
滞
な
く
な
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」

を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
か
ら
、

前
後
の
契
約
が
時
期
的
に
接
続
」

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
理
論
的
に
導
か
れ
る
と
は
、
ど

う
考
え
て
み
て
も
理
解
で
き
な
い
。
①
の
「
更
新
の
申
込
み
」
と

「
締
結
の
申
込
み
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
空
白

期
間
が
あ
る
場
合
に
も
な
し
う
る
区
別
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
②
は
期

間
満
了
後
に
締
結
の
申
込
み
を
す
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
契
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約
期
間
が
接
続
し
て
い
な
い
場
合
を
想
定
し
て
い
る
と
解
す
る
方
が

自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
本
判
旨
の
よ
う
に
、

法
定
更
新
の
要
件
」

と
称
し
て
、
限
定
的
な
適
用
要
件
と
し
て
論
じ
る
こ
と
自
体
が
、
本

条
の
解
釈
と
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
が
、
疑
問
で
あ
る
。
同
法
の
趣

旨
は
、
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
の
趣
旨
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、

そ
の

雇
用
関
係
は
あ
る
程
度
の
継
続
が
期
待
さ
れ
て
い
た
」
場
合
を
射
程

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
形
式
的
な
期
間
の
接
続
・
非
接
続
を
問
題
と

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
長
期
の
空
白
期
間
が
あ
る
と

き
に
は
、
そ
う
し
た
雇
用
期
間
の
継
続
の
期
待
自
体
が
失
わ
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
か
と
い
っ
て
、
契
約
期
間
の
接
続
が
要
件
と
ま
で
解
さ

れ
る
理
由
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
判
旨
に
従
う
と
、
例
え
ば
、

か
つ
て
公
務
関
係
で
多
く
み
ら

れ
た
よ
う
に
）
一
年
の
う
ち
、
四
月
一
日
の
一
カ
日
を
空
白
期
間
と

し
て
連
続
を
遮
断
す
る
契
約
を
長
期
に
わ
た
り
繰
り
返
す
場
合
で
も
、

一
九
条
二
項
を
適
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
か
つ

て
の
硬
直
的
な
議
論
を
、
本
判
旨
は
ま
た
蒸
し
返
そ
う
と
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

四

類
推
適
用
（
判
旨
二
（
２
）
以
下
）
に
つ
い
て

１
）

判
断
構
造

判
旨
二
（
２
）
以
下
は
、
労
契
法
一
九
条
二
号
の
間
接
適
用
の
可

否
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
判
断
構
造
は
、
第
一
に
、
以
下

の
（
２
）

ａ
）〜

ｄ
）
に
よ
っ
て
、
Ｘ
の
契
約
締
結
の
期
待
が
一

九
条
二
号
に
い
う
合
理
的
期
待
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
示
し
、

第
二
に
、

３
）
に
お
い
て
、
Ｘ
の
契
約
の
空
白
期
間
が
長
す
ぎ
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
類
推
適
用
も
不

可
で
あ
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
）

Ｘ
の
期
待
が
合
理
的
期
待
で
あ
る
と
い
え
な
い
理
由

判
旨
二
（
２
）
で
は
、
Ｘ
の
期
待
が
合
理
的
期
待
で
あ
る
と
い
え

な
い
理
由
と
し
て
、
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
簡
単
に
検
討
し

て
お
こ
う
。

ａ
）

第
一
に
、
本
件
契
約
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
季
節
の

一
定
の
期
間
に
業
務
が
終
了
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
労
働
者
の
次
期
へ

の
期
待
が
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
こ
と
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、

終
了
す
る
こ
と
が
当
然
に

予
定
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
の
半
面
で
、
次
年
度
に
業
務
が
再
開
さ
れ

る
こ
と
も
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。【
事
実
の
概
要
】
二
で
示
し
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た
よ
う
に
、
本
契
約
で
は
、
作
業
員
を
一
般
向
け
の
求
人
活
動
を
な

さ
な
い
で
採
用
し
、
雇
用
予
定
者
の
算
用
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
雇
用
さ
れ
た
作
業
員
も
多
く
、

二
回
目
以
降
は
面
接
試
験
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
認
定
事

実
か
ら
す
れ
ば
、
季
節
的
業
務
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
次
期
へ
の

期
待
が
生
じ
な
い
こ
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

な
お
、
上
掲
の
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
判
決
の
判
示
（
前
掲
引
用
部

分
）
で
は
、

臨
時
的
作
業
」
の
典
型
例
と
し
て
、
季
節
労
働
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
件
事
案
の
よ
う
に
、
就
労
が
定
期
的
に
実
施

さ
れ
、
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
の
季
節
的
労
働
を
、
同
判
決
は
想
定

し
て
い
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ｂ
）

次
に
、
本
判
旨
は
、
次
頁
の
説
明
図
に
示
し
た
Ａ－

A’
、

お
よ
び
Ｂ－

B’
の
期
間
の
関
係
で
、
各
期
間
の
「
終
了
時
に
次
年
度

の
各
有
期
労
働
契
約
の
期
間
を
確
定
的
に
予
定
す
る
こ
と
も
困
難
」

と
し
て
、
こ
の
こ
と
を
次
期
へ
の
雇
用
の
期
待
が
生
じ
る
と
は
い
い

が
た
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
法
の
文
言
か
ら
の
文
理
解
釈
と
し
て
、

終

了
時
に
…
…
確
定
的
に
予
定
す
る
」
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
り
、
い
わ
ん
や
、

類
推
適
用
」
の
要
件
と
し
て
、
確
定
的

に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
と
も
言
い
が
た
い
。
こ
こ

で
何
故
に
そ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
の
か
、
疑
問
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

ま
た
、
こ
こ
で
も
前
掲
【
事
実
の
概
要
】
に
示
し
た
認
定
事
実
か

ら
す
れ
ば
、
例
年
、
春
期
は
お
お
む
ね
三
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま

で
の
期
間
に
、
秋
期
は
九
月
下
旬
か
ら
一
一
月
下
旬
ま
で
の
期
間
の

雇
用
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
ほ
ぼ
確
定
的
に
予
定
し
て
い
た
と
言
い

う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
雇
用
期
待
の
存
在

を
類
推
適
用
す
る
に
は
十
分
な
、
確
定
性
を
も
っ
た
予
定
が
あ
っ
た

と
い
い
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ｃ
）

さ
ら
に
、
本
判
旨
は
、
今
度
は
、
説
明
図
の
Ａ－

Ｂ
・
A’
、

お
よ
び
Ｂ－

A’
・
B’
の
関
係
で
、
各
期
間
の
間
の
空
白
期
間
が
長
く
、

契
約
期
間
開
始
の
少
し
前
に
契
約
締
結
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、

あ
る
年
の
春
期
の
有
期
労
働
契
約
の
終
了
時
に
そ
の

翌
年
の
春
期
又
は
秋
期
の
有
期
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
秋
期
の
有
期
労
働
契
約
の
終
了
時
に

翌
年
の
春
期
又
は
秋
期
の
有
期
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
と
認

め
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
一
九
条
二
号
の
適
用
に
お
い
て
、
あ
る
時

期
の
契
約
の
終
了
時
に
次
期
お
よ
び
次
次
期
の
契
約
が
締
結
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
（

満
了
後
遅
滞
な
く
」
を
含

む
）
し
、

類
推
適
用
」
に
つ
い
て
こ
う
し
た
要
件
を
課
す
の
は
理

解
し
が
た
い
。
ま
た
、
本
条
の
類
推
適
用
に
当
た
っ
て
、
本
件
事
情
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（【
事
実
の
概
要
】
二
（
１
））
の
も
と
で
契
約
期

間
開
始
の
少
し
前
に
契
約
締
結
の
意
向
を
伝
え
る

事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
正
当
な
雇
用

期
待
を
否
定
す
る
材
料
と
し
て
用
い
る
の
は
賛
成

し
が
た
い
。

ｄ
）
判
旨
二
（
１
）

ｄ
）
は
、
以
上
（
ａ
）

〜

ｃ
）
の
３
点
か
ら
、
Ｘ
の
有
す
る
雇
用
継
続

の
期
待
は
、
合
理
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
は
い

え
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
第

一
に
、
こ
の
判
断
は
、
本
判
決
か
ら
み
ず
か
ら
認

定
し
た
事
実
に
基
づ
く
こ
と
な
く
、
そ
れ
か
ら
離

反
し
た
判
断
を
加
え
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
第

二
に
、
類
推
適
用
の
要
件
を
判
断
す
る
文
脈
で
あ

り
な
が
ら
、
文
理
上
の
要
件
だ
け
で
な
く
文
理
か

ら
導
き
得
な
い
よ
う
な
要
件
さ
え
課
し
て
適
用
を

限
定
し
て
お
り
、
適
切
な
解
釈
と
は
い
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

３
）

判
旨
二
（
３
）
に
よ
る
第
二
の
要
件

（
空
白
期
間
の
長
さ
）
に
つ
い
て

本
判
旨
は
、
類
推
適
用
の
要
件
と
し
て
、
上
記

（
２
）
で
判
断
し
た
、

合
理
的
な
期
待
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」
こ
と
に
加
え
て
、
空
白
期
間
の
長
さ
に
つ
い
て
判
断
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
判
旨
は
、
類
推
適
用
の
場
合
は
、

有
期
労
働
契
約
が
連
続
し

て
お
り
、
各
契
約
間
に
全
く
空
白
の
な
い
こ
と
ま
で
求
め
て
い
る
も

の
で
は
な
い
」
が
、

同
号
の
趣
旨
及
び
…
…
文
理
か
ら
す
れ
ば
、

同
号
の
類
推
適
用
を
す
る
た
め
に
は
、
上
記
空
白
期
間
は
、
各
有
期

労
働
契
約
の
契
約
期
間
と
の
対
比
な
ど
か
ら
、
従
前
の
有
期
労
働
契

約
が
法
定
更
新
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
る
と
法
律
上
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
程
度
の
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
判
断
す
る
。

ま
ず
は
、
こ
の
空
白
期
間
の
要
件
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
空
白
期
間
の
長
さ
に
関
す
る
要
件
と
、
上
記
の
「
合

理
的
期
待
」
の
存
在
と
い
う
要
件
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
判
旨
の
論
点
構
成
か
ら
す
れ
ば
、
判
旨

二
（
３
）
が
同
（
２
）
か
ら
独
立
し
て
い
る
以
上
、

合
理
的
期
待
」

を
認
め
得
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

空
白
期
間
」
が
長
い
と
き
に
は

類
推
適
用
は
な
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
判
旨
二

（
２
）
は
、
一
九
条
二
号
の
合
理
的
期
待
の
成
否
の
問
題
で
あ
り
、

同
二
（
３
）
は
、
同
条
柱
書
の
（
法
文
に
な
い
）
要
件
の
問
題
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
、
毎
年
雇
用
期
間
の
終
了
前

に
確
定
的
に
次
期
の
契
約
を
予
約
し
、
同
じ
時
期
に
同
じ
期
間
で
同

＜説明図＞

３月下～６月下 ９月下～11月下 翌３月下～６月下 翌９月下～11月下

A  B  A’ B’
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じ
業
務
を
ル
ー
テ
ィ
ン
的
に
繰
り
返
す
契
約
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

合
理
的
期
待
を
確
実
に
認
め
う
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
件
程
度
に

数
ヵ
月
の
空
白
期
間
が
あ
れ
ば
、

法
定
更
新
」
の
要
件
が
満
た
さ

れ
ず
本
条
の
類
推
適
用
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
結
論
は
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も

類
推
適
用
の
要
件
に
お
い
て
、
文
理
上
明
確
な
定
め
が
な
い
「
空
白

期
間
の
長
さ
」
と
い
う
要
件
を
、
別
枠
に
設
定
す
る
こ
と
が
疑
問
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、

空
白
期
間
の
長
さ
」
に
つ
い
て
は
、

本
判
旨
二
（
２
）

ｃ
）
に
お
い
て
、
す
で
に
「
合
理
的
期
待
の
存

在
」
の
判
断
に
お
い
て
否
定
的
評
価
の
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
別
要
件
と
し
て
再
登
場
さ
せ
る
必
然
性
も
な
い
と
い
え

よ
う
。

な
お
、
労
基
法
の
施
行
通
達
第
五
の
５
オ
は
、

法
第
一
九
条
の

『
遅
滞
な
く
』
は
、
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
の
満
了
後
で
あ
っ

て
も
、
正
当
な
又
は
合
理
的
な
理
由
に
よ
る
申
込
み
の
遅
滞
は
許
容

さ
れ
る
意
味
で
あ
る
こ
と
。」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
有
期

労
働
契
約
で
は
、
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
契
約
更
新
や
再
締
結
の
申

込
み
を
迅
速
に
な
し
え
な
い
（
な
す
必
要
が
な
い
）
こ
と
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
解
釈
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら

に
遡
る
な
ら
ば
、
本
条
の
前
提
と
な
っ
た
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
判
決

で
は
、
申
込
み
・
承
諾
の
存
在
は
要
件
と
し
て
設
定
さ
れ
て
さ
え
い

な
い
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
、
類
推
適
用
の
解
釈
基
準
と
し
て
考
え

る
の
で
あ
る
か
ら
、

遅
滞
な
く
」
の
文
言
を
と
ら
え
て
、

空
白
期

間
の
長
さ
」
を
独
自
の
要
件
と
す
る
の
は
、
筋
違
い
の
議
論
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
‖
本
判
決
の
射
程

本
判
決
は
、
一
定
の
態
様
の
い
わ
ゆ
る
季
節
的
労
働
に
つ
い
て
、

労
契
法
一
九
条
二
号
の
適
用
お
よ
び
類
推
適
用
の
可
能
性
を
ほ
ぼ
全

面
的
に
否
定
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
季
節
的
労
働
の

う
ち
、
①
業
務
終
了
予
定
の
有
無
、
終
了
時
に
お
け
る
次
期
の
確
定

的
な
予
定
の
有
無
、
次
年
度
に
つ
い
て
有
期
労
働
契
約
の
締
結
の
有

無
等
の
事
情
等
の
観
点
か
ら
次
期
雇
用
へ
の
期
待
が
合
理
的
期
待
と

い
え
ず
、
ま
た
は
、
②
仮
に
合
理
的
期
待
と
認
め
う
る
と
き
も
、
各

期
間
の
間
の
空
白
期
間
が
長
い
と
き
に
は
、
一
九
条
二
号
の
適
用
だ

け
で
な
く
そ
の
類
推
適
用
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
判
断
は
実
務
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
例
え
ば
、

先
に
述
べ
た
大
学
教
員
の
非
常
勤
講
師
は
、
契
約
期
間
を
四
月
一
日

か
ら
翌
年
の
三
月
三
一
日
ま
で
（
ま
た
は
半
期
を
継
続
）
と
し
、
そ

の
間
の
特
定
の
開
講
日
の
み
講
義
を
担
当
す
る
と
い
う
契
約
が
一
般

で
あ
る
（
そ
の
意
味
で
季
節
的
労
働
と
は
い
え
な
い
）。
か
か
る
契
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約
を
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
と
、
本
判
決
の
①
お
よ
び
②
の
要
件

を
満
た
し
、
一
九
条
二
号
の
適
用
を
認
め
う
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
大
学
当
局
と
し
て
は
、
同
号
の
適
用

を
避
け
る
た
め
に
、
非
常
勤
講
師
に
つ
い
て
も
講
義
担
当
期
間
だ
け

の
契
約
と
し
て
空
白
期
間
を
設
定
す
る
な
ど
、

季
節
労
働
」
化
し

て
お
く
実
務
的
対
応
を
な
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
労
契
法
一
九
条
の
定
め
に
つ

い
て
は
、
施
行
通
達
の
考
え
方
に
従
い
（
第
五
の
５
イ
）、
形
成
さ

れ
た
判
例
法
理
の
適
用
対
象
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
と
の
考

え
方
が
一
般
的
理
解
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、
同
条
に

つ
い
て
、

法
定
更
新
」、

法
定
更
新
の
要
件
」
と
い
っ
た
立
論
を

な
し
、
い
わ
ば
で
き
あ
が
っ
た
一
九
条
二
項
に
つ
い
て
、
判
例
法
理

や
施
行
通
達
に
と
ら
わ
れ
な
い
形
で
「
一
人
歩
き
」
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
労
契

法
の
当
初
の
規
範
的
意
味
は
、
事
案
に
応
じ
て
改
変
さ
れ
る
べ
き
な

の
か
。
こ
の
点
に
理
論
問
題
の
中
心
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

判例研究

（法政研究83-１･２- ）138 138




